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資料紹介

伝音アーカイブズ「胡弓に関する史料年表―16 ～ 17 世紀―」

加納　マリ、竹内　有一

1　公開と現状

日本伝統音楽研究センターでは、2008 年度から 2009 年度にかけて、胡弓の歴史的資料を精査し直すための共同

研究が実施された（研究代表者：竹内有一）。一連の共同研究の概要と成果は、すでに『日本伝統音楽研究セン

ター所報』10 号（2009 年 6 月刊）・11 号（2010 年 6 月刊）および webサイト上の「研究情報」において報告され

ている通りであるが、この共同研究における最も大きな成果は、当研究センターの webサイトで公開されている

「伝音アーカイブズ」中の「胡弓に関する史料年表―16 ～ 17 世紀―」であろう。その作成者は、以下の通りであ

るが、以下に記したほかにも、多くの研究者の力添えを受けている。

［編集］泉万里、加納マリ（企画）、蒲生郷昭、神戸愉樹美（企画）、竹内有一、野川美穂子

［  協力］井口はる菜、上野暁子、笠原洋子、久保田敏子、後藤静夫、五野井隆史、高梨光正、田中悠美子、寺内

直子、徳丸吉彦、中溝一恵、皆川達夫

［webコンテンツ構成］東正子

共同研究が実施されたのは二年間であったが、共同研究の終了後に着手したこの年表の編集とデータベース化

には、約一年半を要した。データベース化が難航した要因は、年代や史料種別ごとの絞り込み機能の設定、デー

タベースから関連資料へのリンク機能の実装等に試行錯誤したためであった。共同研究の解散後も、引き続き元

共同研究員が年表原稿の編集に協力してくださったが、新しい史料に関する情報もしばしば寄せてくださるので、

それらをデータベースに追加していく作業も簡単ではなく、一手間二手間を要することであった。ようやく 2011

年秋に試験公開を行い、12 月末に正式公開を始めた。

この年表は、web公開の利点を活用して、公開直後から幾度となく情報の補訂を施してきたが、公開から一年

間を経て、更新作業もやや落ち着きを見せてきた。引き続き、web上で更新を続けていく方針に変わりはないが、

この年表をさらに多くの研究者にじっくりと手にとってもらうことの必要性も感じるようになった。

そこで、今回、この年表の概要を本誌上で紹介するとともに、年表本文の全項目 269 件（2013 年 1 月 7 日現在

の件数）を巻末に収載することにした。伝音アーカイブズの web上では、データ検索用の「年表をみる」という

ページにおいて、下記の A・Bおよびフリーワード入力による絞り込み機能が実装されているので、あわせて試

していただきたい。

現時点でのデータ件数は、下記の通りである。

A　年代ごとの絞り込み

（1）天文 -永禄 1541-1569　38 件

（2）元亀 -天正 1570-1591　33 件

（3）文禄 -慶長 1592-1614　39 件

（4）元和 -正保 1615-1647　49 件
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（5）慶安 -寛文 1648-1672　38 件

（6）延宝 -貞享 1673-1687　32 件

（7）元禄 1688-1703　40 件

 合計 269 件

B　史料の種別ごとの絞り込み

（1）擦弦楽器が描画された史料（略号「絵」）　53 件

（2）  ヴィオラ・デ・アルコほか、ヴィオラ・ダ・ガンバにあたる擦弦楽器名称が記された史料（略号「V」）

　25 件

（3）擦弦楽器ラベカの名称が記された史料（略号「R」）　11 件

（4）擦弦楽器（胡弓）の名称が記された日本側史料（略号「語」）　37 件

2　アーカイブの内容

本稿の巻末において収録し紹介するアーカイブの内容は、以下の通りである。

A 序

B データ検索ページ「年表をみる」

C 年表データベース本文

D1 付表：キリシタン文書頁数一覧

D2 キリシタン文書出典一覧

E1 研究情報

E2 主要参考文献一覧

なお、web版と本稿に収録したデータの相違点は、以下の通りである。

＊　  web版に掲載されている、更新作業用の図版へのリンク内容、その他一部のリンク内容は、本稿においては

割愛した。

＊　  「C　年表データベース本文」は、本稿においては、紙面での見やすさを考慮して、webサイトからの取り込

みでなく、データベース本体から新たに書き出して再構成したものを掲載し、便宜的な通し番号（web版に

は存在しない仮番号）をつけた。ただし、webサイト年表における所載項目「出典表」「作業用」「作成日」

「更新日」は、本稿では割愛した。

3　評価と課題

（1）年代の範囲について
この年表は、胡弓の起源や初期の状況を明らかにするための情報を年表形式でまとめたものである。1541（天

文 10）年の「ポルトガル船、豊後に漂着」からはじめた理由は、擦弦楽器を将来したキリシタンたちの日本での

記録（キリシタン文書）に注目したためであった。また、18 世紀初頭の元禄年間までで区切りをつけたのは、研

究手法上の暫定的な措置ではあるが、次のような理由がある。

（A）18 世紀以降になると、胡弓が描かれる図像資料は、それ以前のような屛風絵や風俗画など巨大な肉筆画より
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も、錦絵や版本挿絵など小さいサイズの刊本において描かれる事例が主流となる。こうした図像資料の形態の変

化に伴い、胡弓に関する情報が格段に増えていくので、まずは情報の少ない元禄期以前の資料を集中的に収集し

た。

（B）18 世紀以降になると、胡弓の楽器としての形態が現行のものに近づいたとみられるが、元禄期以前は胡弓の

形態や奏法が多様であった。つまり、胡弓という楽器に対する世間一般の認識も、元禄期頃を境に変わっている

と考えられるので、まずは元禄期以前に着目した。

（2）年表の記事から読み取れること―「胡弓」とは何であったか―
この年表の記述に基づいて、初期胡弓の研究にとって重要なことがらを拾い出してみよう。

16 世紀なかばに三味線が伝来、同じころキリシタンたちが西洋の楽器や音楽を布教のために使っていたこと。

九州や関西では大名や貴族だけでなく、多くの庶民も西洋音楽に触れる機会があったこと。キリシタン文書のな

かには胡弓についての言及はなかったこと。17 世紀初頭に胡弓をあらわす「小弓」ということばが登場し、後に

「こきう」「鼓弓」「胡弓」等、さまざまに表記されたこと。17 世紀の図像資料（屛風絵、風俗画、挿絵など）にお

いてさまざまな形の胡弓が認められること。また、多種の楽器との合奏図に胡弓が描かれていること。さらにこ

れまでに紹介されていない絵画資料が新たに見つかったこと。このような様々なことがらを読み取っていくこと

ができる。中でも、私たちがもっとも重視したのは、「胡弓誕生」を裏付けるための記述を読み取ることであった。

この年表によると、楽器としての胡弓をあらわすことばの初出は、1609（慶長 14）年の『時慶記』である（表

記は「小弓」、読みは不明）。そもそも 17 世紀より前の日本には擦弦楽器が存在した痕跡がない。そのため、この

史料だけに着目すると、胡弓という楽器があたかも突然に降って湧いたかのように感じられるのである。私たち

はこの不思議を解く鍵を、弓を使う楽器を日本に最初に持ち込んだことが明らかであるキリシタンたちの活動に

求めることにした。つまり、彼らの動向が当時の日本人の「感性」に影響を与え、今日の胡弓のルーツに繋がる

新しい楽器およびそれを用いた音楽の誕生をもたらしたのではないか。このような仮説を裏付けるための情報を

収集し、年表として整理しようと考えたのであった。

キリシタンたちの活動は布教を目的としたものであったが、年表の随所に記されるように、結果として、西洋

の楽器や音楽を多くの日本人に提供した。西洋楽器と日本人との関わりを記述した最後のキリシタン文書は、1607

（慶長 12）年のもので、ラベカが秀頼の御前で演奏されたという記録である。この 2年後に、前述の『時慶記』―

盲人が「小弓」を演奏―が現れるのである。1607 年のキリシタンの日記に記された擦弦楽器と、1609 年の公家の

日記に記された擦弦楽器が、相互に関連するものなのか、どのような類似性があるのかについては、双方の史料

とも楽器の具体的形態を記していないため不明である。しかし、この頃までに弓を使う弦楽器が日本に「誕生」し

ていたことは疑いないのである。

いずれにしても、1541 年から 1609 年までの間のキリシタン文書のなかから、楽器や音楽（西洋・日本を含む）

についての記述を抜き出し考察を加えたことは、初期胡弓の研究史にとって画期的な成果であったといえよう。以

上に述べた考察の詳細およびこの年表から読み取れることの要点は、神戸愉樹美「胡弓と rabeca―ソフトとして

のキリシタン起源説―」（『日本伝統音楽研究』第 7号、2010 年）、加納マリ「初期の胡弓について―17 世紀の文

字資料と図像資料から―」（同第 8号、2011 年）に詳述したので参照いただきたい。

4　調査の周辺と今後

年表の作成に際しては、当時の中国・朝鮮・南アジアとの交易関係にも着目し、遣明船や朱印船などの公の貿



4 加納マリ、竹内有一　伝音アーカイブズ「胡弓に関する史料年表―16～ 17世紀―」

易品に関する史料、朝鮮通信使などの記録も調査したが、胡弓の起源に関わるような情報は見つかっていない。ま

た、当時の民衆の風俗や文化と関わり深い、南蛮屏風絵や洛中洛外図屏風の研究者による協力を得て、それらの

絵画史料も広く調査したが、胡弓の描画には出会えなかった。

日本人の言葉の用例をうかがい知ることのできる節用集（室町時代から明治時代までの国語辞書の類）につい

ては、幕末までの数十点の節用集にあたって、それらに記された楽器の名前を調べた。記された楽器の種類は延

べ 50 種を越えるが、胡弓という楽器が節用集に登場するのは 1717 年、18 世紀になってからであった。

以上のように、胡弓とは直接的な関係が得られなかったために年表には具体的に記載しなかった調査事項にも、

胡弓について知るための手がかりはたくさんある。研究ミーティング等で得られた多数の考証考察の結果やその

経緯も、年表という形式にはそぐわないため割愛せざるを得なかった点が多々ある。別途、研究ノート等のかた

ちでさまざまな課題を明らかにしておく必要があるだろう。

「年表」の宿命として、必要最低限の情報に絞り込んで、少ない字数で要領よく、誤解を受けないように正確に

記さなくてはならないので、原稿作成には苦心した。特に、キリシタン文書に関する部分は日本語訳がなかった

り、日本語訳が不明瞭のため、ポルトガル語の原文にあたったり、英語訳やドイツ語訳のものを参考にしたり、ま

た、宗教用語の解釈など壁が高かったことも、ここに申し添えておきたい。

共同研究の終了した現在も、引き続き、新情報が私たちのもとに寄せられている。今後も情報が増えていくこ

とであろう。誠にありがたいことである。今後、年表に訂正や追加項目が加えられ、胡弓の誕生や初期の状態が

明白になることを求めて、さらに探究を重ねていきたい。
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